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表紙

第57期 日時
2025年６月19日（木曜日）午前10時

場所
大阪市北区中之島５丁目３番68号
リーガロイヤルホテル ２階 桐の間
　前回と同じホテルですが、会場が異なります。
　お間違えのないようにご注意ください。

　

定時株主総会
招 集 ご 通 知

決議事項
第１号議案 定款一部変更の件
第２号議案 取締役４名選任の件
第３号議案 取締役及び監査役の報酬等の

額改定の件
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本招集通知は、パソコン・
スマートフォンでも主要な 
コンテンツをご覧いただ
けます。
https://p.sokai.jp/7775/ 証券コード 7775
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株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚
く御礼申しあげます。
　第57期定時株主総会招集ご通知をお届けいたします。あわせて
本株主総会の議案及び第57期（2024年４月１日から2025年３月
31日まで）の事業の概況につきご説明申しあげますのでご高覧く
ださいますようお願い申しあげます。

2025年５月

代表取締役社長 山 田 圭 一

株主総会に
ご出席される場合

インターネット等で議決権
を行使される場合

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

議決権行使書用紙を会場受付にご提
出ください。

次頁の案内に従って、議案の賛否を
ご入力ください。

議決権行使書用紙に議案に対する賛
否をご表示のうえ、切手を貼らずに
ご投函ください。

開催日時 行使期限 行使期限

2025年６月19日(木曜日）
午前10時（受付開始：午前９時）

2025年６月18日（水曜日）
午後５時30分完了分まで

2025年６月18日（水曜日）
午後５時30分到着分まで

株主の皆様へ

議決権の行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。
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株主の皆様へ

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード
見 本

見 本

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※操作画面はイメージです。

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 9：00～21：00）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

2



2025/05/19 15:24:11 / 24182287_大研医器株式会社_招集通知_電子提供措置用

招集ご通知

証券コード：7775

株主各位 2025年５月30日
電子提供措置の開始日2025年５月28日
大阪府和泉市あゆみ野二丁目６番２号

代表取締役社長 山田　圭一

第57期 定時株主総会招集ご通知

当社ウェブサイト https://daiken-iki.co.jp/ir/soukai/

株主総会資料　掲載ウェブサイト https://d.sokai.jp/7775/teiji/

東証ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第57期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申しあげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提供
措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲載しておりますので、いずれかのウェブサイ
トにアクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「大研医器」または「コード」に当社証券コード「7775」を入力・検索し、
「基本情報」「縦覧書類/ＰＲ情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日ご出席されない場合は、以下のいずれかの方法によって議決権を行使することができますので、お手
数ながら株主総会参考書類をご検討くださいまして、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。
［インターネットによる議決権行使の場合］
　当社指定の議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただき、画面の案内に従
って、2025年６月18日（水曜日）午後５時30分までに、議案に対する賛否をご入力ください。
　なお、インターネットによる議決権行使に際しましては、「インターネット等による議決権行使のご案内」を
ご確認くださいますようお願い申しあげます。
［書面による議決権行使の場合］
　議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2025年６月18日（水曜日）午後５時30分までに
到着するようにご返送ください。

敬　具
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招集ご通知

１．日　　時 2025年６月19日（木曜日）午前10時
２．場　　所 大阪市北区中之島５丁目３番68号

リーガロイヤルホテル　２階　桐の間
（前回と同じホテルですが、会場が異なりますので、お間違えのないようにご注意ください）

３．目的事項
報告事項 第57期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）

事業報告及び計算書類の内容報告の件
決議事項

　第１号議案 定款一部変更の件
　第２号議案 取締役４名選任の件
　第３号議案 取締役及び監査役の報酬等の額改定の件

記

以　上

●当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。
●書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対する賛否の表示がない場合は、賛
成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
●インターネット等と議決権行使書により、重複して議決権を行使された場合は、インターネット等による議決
権行使を有効なものとして取り扱わせていただきます。

●インターネット等により、複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使されたものを有効な議決権
行使として取り扱わせていただきます。

●電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトにおいて、その旨、修正前及び修正後
の事項を掲載させていただきます。

●本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送り
させていただきます。なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款第14条
の規定に基づき、お送りする書面には記載しておりません。

　①事業報告の「会社の体制及び方針」
　②計算書類の「株主資本等変動計算書」及び「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告及び計算書類は、会計監査人が会計監査報告を、監査役が
監査報告を作成するに際して監査をした対象書類の一部であります。
●決議結果につきましては、書面による決議通知のご送付に代えて、当社ウェブサイトに掲載いたしますのでご
了承ください。
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定款一部変更の件

第１号議案 定款一部変更の件

現 行 定 款 変 更 案
第４章　取締役および取締役会 第４章　取締役および取締役会

（取締役の員数） （取締役の員数）
第17条 当会社の取締役は、７名以内とする。 第17条 当会社の取締役は、10名以内とする。

株主総会参考書類

議案及び参考事項

１. 定款変更の理由
　今後の事業展開の促進及び経営基盤の充実強化に備えるとともに、コーポレートガバナンス体
制の強化を目的として取締役の増員が可能となるよう、現行定款第17条の取締役の員数の上限を
７名以内から10名以内に変更するものであります。
２. 定款変更の内容
　変更の内容は、次のとおりであります。

（下線部分は変更箇所を示しております。）

5
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取締役選任議案

第２号議案 取締役４名選任の件

候補者番号 氏　名 地位、担当及び重要な兼職の状況等

1
　

や ま

山
 

　
だ

田
 

　
け い

圭　
い ち

一 再 任
　

代表取締役社長兼商品開発研究所長

2
　

や ま

山
 

　
だ

田
 

　
ま さ

雅　
ゆ き

之 再 任
　

取締役副社長兼経営管理本部長

3
　

だ い

大
く

工
や

舎　　　
ひろし

宏
再 任
社 外
独 立

　

社外取締役
㈱アットストリーム代表取締役
㈱淺沼組社外監査役
アットストリームパートナーズ(同)理事長

4
　

い な

稲
 

　
が き

垣
 

　
よ し

喜　
み

三
再 任
社 外
独 立

　

社外取締役
日本医科大学特命教授(麻酔科・ペインク
リニック)

　取締役全員（４名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、あらためて社外取締役
２名を含む取締役４名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

6
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取締役選任議案

1
候補者番号

　

や ま

山
だ

田
 

 
け い

圭
い ち

一 （1958年２月15日生）

再　任
　

所有する当社株式の数 取締役在任年数（本総会終結時） 2024年度取締役会出席回数

5,462,120株 43年 13回／13回
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1982年    7 月 当社入社　取締役
    1989年    4 月 常務取締役
    1997年    4 月 専務取締役
    2004年    3 月 代表取締役社長
    2016年    10月 取締役(研究担当)　

    2017年    4 月 取締役執行役員開発第一部長
    2019年    1 月 代表取締役社長(技術本部担当)
    2021年    4 月 代表取締役社長兼技術本部長･管理本部長
    2023年    4 月 代表取締役社長兼新事業本部長

2025年    4 月 代表取締役社長兼商品開発研究所長(現任)　

取締役候補者とした理由
研究開発及び経営全般に関する豊富な業務知識と経験を有しており、2004年より代表取締役として企業経営全般に携わった
後も、当社の研究開発についてリーダーシップを発揮してきました。2019年１月から再び代表取締役社長として経営全般に
亘る職務を適切に遂行していることから、当社取締役として適任であると判断いたしております。

特別の利害関係
当社との間に特別の利害関係はありません。

7
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取締役選任議案

2
候補者番号

　

や ま

山
だ

田
 

 
ま さ

雅
ゆ き

之 （1960年１月６日生）

再　任
　

所有する当社株式の数 取締役在任年数（本総会終結時） 2024年度取締役会出席回数

3,129,720株 43年 13回／13回
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1982年    7 月 当社入社　取締役
    1989年    4 月 常務取締役
    2010年    6 月 専務取締役
    2016年    10月 取締役(開発担当)　

    2017年    4 月 取締役執行役員開発第二部長
    2019年    1 月 取締役副社長(管理本部担当)
    2019年    4 月 取締役副社長兼営業本部長･管理本部長
    2021年    4 月 取締役副社長兼営業本部長

2024年    4 月 取締役副社長(経営企画管掌)
2025年    4 月 取締役副社長兼経営管理本部長(現任)　

取締役候補者とした理由
入社以来、営業本部長や商品企画部長を務めるなど幅広く豊富な業務知識と経験を有しており、現在では取締役副社長(経営
管理本部長)として職務を適切に遂行していることから、当社取締役として適任であると判断いたしております。

特別の利害関係
当社との間に特別の利害関係はありません。

8
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取締役選任議案

3
候補者番号

　

だ い

大
く

工
や

舎
 

 
ひ ろ し

宏 （1968年７月15日生）

再　任 社　外 独　立
　

所有する当社株式の数 取締役在任年数（本総会終結時） 2024年度取締役会出席回数

5,000株 9年 13回／13回
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1991年    4 月 ｱｰｻｰｱﾝﾀﾞｰｾﾝ公認会計士共同事務所

(現有限責任あずさ監査法人)入所
    1994年    3 月 公認会計士登録
    1996年    4 月 朝日ｱｰｻｰｱﾝﾀﾞｰｾﾝ㈱(現PwCｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ(同))に

　　　　　　  転籍
    2001年    7 月 ｱｯﾄｽﾄﾘｰﾑｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ㈱(現㈱ｱｯﾄｽﾄﾘｰﾑ)設立に

                    参画　取締役
    2006年    6 月 当社社外監査役　

    2010年    10月 ㈱ﾐﾗｲﾄ･ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ(現㈱ﾐﾗｲﾄ･ﾜﾝ)社外監査役
    2013年    7 月 ㈱ｱｯﾄｽﾄﾘｰﾑ代表取締役(現任)
    2016年    6 月 当社社外取締役(現任)
    2022年    6 月 ㈱淺沼組社外監査役(現任)
    2022年    7 月 ｱｯﾄｽﾄﾘｰﾑﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ(同)理事長(現任)　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
公認会計士として専門的な知識を有しているほか、2006年から10年間当社の社外監査役を務めた経験もあり当社の経営事情
についても詳しいことから、取締役の職務執行に対する監督や経営全般に関する助言等を行っていただくことを期待しており
ます。なお、同氏が役員を兼職している法人と当社とは、取引関係はありません。

特別の利害関係
当社との間に特別の利害関係はありません。

9



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2025/05/19 15:24:11 / 24182287_大研医器株式会社_招集通知_電子提供措置用

取締役選任議案

4
候補者番号

　

い な

稲
が き

垣
 

 
よ し

喜
み

三 （1956年10月27日生）

再　任 社　外 独　立
　

所有する当社株式の数 取締役在任年数（本総会終結時） 2024年度取締役会出席回数

0株 4年 13回／13回
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    2001年    2 月 鳥取大学医学部助教授(麻酔･蘇生学講座)
    2005年    12月 鳥取大学医学部教授(麻酔･集中治療医学分野)
    2008年    4 月 鳥取大学医学部附属病院手術部部長
    2009年    4 月 鳥取大学医学部附属病院副院長
    2016年    4 月 鳥取大学医学部附属病院MEｾﾝﾀｰ長兼医療機器

安全管理責任者
    2021年    4 月 国際医療福祉大学医学部教授(麻酔･集中治療

医学講座)

　

    2021年    6 月 当社社外取締役(現任)
    2022年    4 月 国際医療福祉大学成田病院医療機器安全管理

責任者
    2023年    4 月 国際医療福祉大学成田病院麻酔･集中治療科部

長
    2024年    5 月 日本医科大学特命教授(麻酔科・ペインクリニ

ック)(現任)　

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
医師としての専門的な知識ならびに病院における当社製品の利用状況等についての詳しい知見を有していることから、医療現
場の動向を踏まえた上での取締役の職務執行に対する監督や商品戦略に関する助言等を行っていただくことを期待しておりま
す。なお、同氏が教授を務めている大学と当社とは、重要な取引関係はありません。

特別の利害関係
当社との間に特別の利害関係はありません。
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取締役選任議案

知識、経験、能力、専門
性、戦略に即したスキル

山 田 圭 一
代表取締役社長

山 田 雅 之
取締役副社長

大 工 舎 　 宏
社 外 取 締 役

稲 垣 喜 三
社 外 取 締 役

企業経営 ● ● ●

技術・研究開発 ● ●

財務・ファイナンス ●

法務・リスクマネジメント ● ● ●

グローバル ● ● ●

業界知見 ● ● ●

医療現場の経験 ● ●

サステナビリティ ● ● ●

チャレンジ ● ● ●

For Patients ● ● ●

（注）1. 大工舎宏氏は、社外取締役候補者であります。また、大工舎宏氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し同取引所
に届け出ており、原案どおり選任された場合、引き続き独立役員となる予定であります。

2. 稲垣喜三氏は、社外取締役候補者であります。また、稲垣喜三氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し同取引所
に届け出ており、原案どおり選任された場合、引き続き独立役員となる予定であります。

3. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、会社訴訟、第三者訴訟、株主代
表訴訟等により、被保険者が負担することとなった争訟費用及び損害賠償金等の損害を当該保険契約により塡補することとしていま
す。各候補者は、当該保険契約の被保険者に含められることとなります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容での更
新を予定しております。

（参考）取締役候補者のスキルマトリックス
　第２号議案で付議させていただいている取締役候補者が有する知識・経験等は以下のとおりです。
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取締役の報酬額改定案

第３号議案 取締役及び監査役の報酬等の額改定の件
　当社の取締役の報酬等の額に関しては、2011年６月24日開催の第43期定時株主総会において、
報酬等限度額を年額340百万円以内（うち社外取締役分は年額10百万円以内）、監査役の報酬等の
額に関しては、2002年６月20日開催の第34期定時株主総会において、報酬等限度額を月額３百万
円以内とご承認いただき現在に至っております。
　今般、今後の事業展開の促進を見据えたコーポレートガバナンス体制の強化にあたり取締役及び監
査役の責務や期待される役割がますます増大していること、及び、今後も適切な人材を安定的に確保
し、状況に応じて機動的に拡充していく観点から、取締役の報酬等限度額を年額400百万円以内（う
ち社外取締役分は年額50百万円以内）、監査役の報酬等限度額を年額40百万円以内と改定させてい
ただきたいと存じます。また、取締役の報酬等の額には、従来どおり使用人兼務取締役の使用人分の
給与及び賞与は含まないものといたしたいと存じます。
　本議案の内容は、独立社外取締役を委員長とする指名報酬委員会の審議・答申を経ており、相当で
あると考えております。
　なお、現在の取締役は４名（うち社外取締役２名）でありますが、第２号議案が原案どおり承認可
決されましても取締役の員数に変更はありません。また、現在の監査役は３名（うち社外監査役２
名）であります。
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事業の経過及び成果、設備投資の状況、資金調達の状況

事業報告 (2024年４月１日から2025年３月31日まで)

売上高 営業利益

第57期
2025年３月期 9,951 百万円 前期比 2.1％増 第57期

2025年３月期 1,512 百万円 前期比 4.8％増

経常利益 当期純利益

第57期
2025年３月期 1,510 百万円 前期比 4.1％増 第57期

2025年３月期 1,097 百万円 前期比 11.0％増

❶ 会社の現況に関する事項
(1) 事業の経過及び成果

　当事業年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善や企業の設備投資の持ち直しが見ら
れ、緩やかながら景気の回復基調が続きました。しかしながら、物価上昇の継続による個人消費
への影響、通商政策などアメリカの政策動向による影響など、企業を取り巻く環境は依然として
先行き不透明な状況が続いております。
　また、当社を取り巻く事業環境は、物資の高騰や医療従事者の慢性的な人手不足等、各医療機
関の経営環境はより一層厳しさが増してきており、医療現場においてより効率的で効果的な医療
サービスを提供できるような製品供給体制が望まれております。
　このような状況のもと、当社は、高品質製品の常時安定供給を優先事項と掲げ、医療現場と密
着した営業活動の推進、品質を確保しながらもコスト競争力をもった生産体制の構築並びに独創
的な製品の研究開発活動の強化に取り組んでまいりました。
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事業の経過及び成果、設備投資の状況、資金調達の状況

①売上高
　売上高は、9,951百万円（前年同期比2.1％増）となりました。これは主として、キューイン
ポット（吸引器関連）及びクーデックエイミーPCA（注入器関連）の販売が好調に推移したこと
等によるものです。

②営業利益
　営業利益は、1,512百万円（前年同期比4.8％増）となりました。これは主として、原油価格
高騰や急激な為替変動によるコスト上昇要因があるものの、売上高の増加により売上総利益が増
加したこと等によるものです。

③経常利益
　経常利益は、1,510百万円（前年同期比4.1％増）となりました。これは主として、営業利益
が増加したこと等によるものです。

④当期純利益
　当期純利益は、1,097百万円（前年同期比11.0％増）となりました。これは主として、経常
利益が増加したこと等によるものです。

(2) 設備投資の状況
　当事業年度におきましては、生産設備の増強、研究開発機能の充実・強化を目的として、174
百万円の設備投資を行いました。これは主として、生産設備関連127百万円によるものです。
　なお、重要な設備の除却、売却はありません。

(3) 資金調達の状況
　当事業年度におきましては、経常的な借入金を除き資金調達を行っておりません。
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対処すべき課題

(4) 対処すべき課題
　今後の当社を取り巻く経営環境につきましては、物資の高騰や医療従事者の慢性的な人手不足
による医療人材確保等、各医療機関の経営環境はより一層厳しさが増してきている中で、国内外
のメーカーとの価格競争及び原材料価格の高騰や円安進展による仕入価格の高騰等により、引き
続き厳しい状況で推移するものと思われます。
　このような状況のもと、当社の営業・技術・製造が一体となって、医療現場においてより効率
的で効果的な医療サービスを提供できるよう市場競争力を高め、さらなる業績の向上、企業価値
の増大に向けて邁進するとともに、顧客にとって不可欠なパートナーであり続けることを目指し
て取り組んでまいります。また当社が対処すべき課題として以下のことに取り組んでまいりま
す。

①既存製品の拡充・新製品開発とその拡販
　当社は、国内市場のマーケットリーダーとして「サクションの大研（吸引器…フィットフィッ
クス、キューインポット）」、「ポンプの大研（注入器…シリンジェクター、バルーンジェクタ
ー）」のイメージをより一層定着させるとともに、独創的な製品の研究開発活動をさらに強化
し、最先端医療を支える当社のイメージを確立するよう取り組んでおります。
　中長期的な成長戦略として注力している「マイクロポンプ関連製品」の第１弾となる、「クー
デックエイミーPCA」は、注入器の次世代製品であり、ポンプの大研医器として注入器分野での
さらなる医療現場のイノベーションを創出することを期待しております。医療現場からの評価が
高く、急性期の術後疼痛緩和から無痛分娩や在宅分野まで着実に売上を伸ばし、普及が進んでお
ります。
　今後も「クーデックエイミーPCA」に続く「マイクロポンプ関連製品」の早期開発、早期上市
を実現することで新たな市場開拓、市場創出を推進し、新たな事業の柱へと育成してまいりま
す。

②海外販売の拡充
　当社の売上はそのほとんどを国内販売に依存しており、海外売上高の割合は、2025年３月期
において3.2％となっております。国内だけでなく「世界で戦える競争力をもった医療機器メー
カー」への変遷を掲げる中で、「クーデックエイミーPCA」の海外での拡販に向けた体制準備に
つきましては、欧州への展開を最優先事項として進めており、欧州での販売に向けた有力パート
ナーとの強固な関係性を維持しながら、遅れておりますMDR（欧州医療機器規則）の認証取得
に向けた取り組みを推進、強化しております。今後も海外市場における製品ラインアップ及び販
売網の拡充に努め、海外での競争力をより一層高めていけるよう取り組みます。
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対処すべき課題

③サプライチェーンの更なる高度化
　インフレ局面における原材料価格の高騰や2024年度までの円安の進展による為替変動に伴う
製品・原材料等の仕入価格の上昇が顕著となっている中、製造コストの低減を図っていくことが
大きな経営課題となっております。2024年度から生産・在庫・物流等のデータを活用し、生産
活動の最適化を図り、生産効率の向上、原価低減を進めるべく取り組んでおります。具体的に
は、リードタイムの短縮及び在庫量の適正化による物流改革、複社購買・生産体制の再構築等に
よるサプライチェーンの最適化、加工歩留り等の製造効率の向上などに目標を定め継続的に取り
組んでおります。

④優秀な人材の確保、育成の強化
　当社の企業価値は個々の従業員から創出されるものです。当社の競争力を高めるため、新卒を
対象とした定期採用に加え、即戦力として期待できる中途採用も積極的に活用すると同時に、人
材育成として教育・研修プログラムの刷新を実施し、優秀な人材の確保に取り組んでおります。
　加えて、従業員の給与水準の向上及び効率的な働き方を実践するなど、競争力確保のための人
的投資強化施策を積極的に実施しております。

　これらを踏まえ、クーデターバイテクノロジー（独創の技術でドラスティックな医療革命を目
指す）という意味を持つ造語である「クーデック（COOPDECH）」のブランディング強化に努
め、さらなる業績と顧客満足度の向上を図り、企業価値の増大に向けて取り組んでまいる所存で
ございますので、株主の皆様におかれましては、何卒一層のご指導、ご支援を賜りますようお願
い申しあげます。
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財産及び損益の状況の推移

区　分 第54期
2022年３月期

第55期
2023年３月期

第56期
2024年３月期

第57期（当期）
2025年３月期

売上高 (千円) 8,540,443 9,137,102 9,750,166 9,951,701
経常利益 (千円) 1,152,374 1,053,635 1,450,000 1,510,139
当期純利益 (千円) 831,056 712,062 988,602 1,097,620
１株当たり当期純利益 (円) 28.93 24.79 34.41 38.21
総資産 (千円) 10,920,803 11,013,404 11,006,318 11,181,079
純資産 (千円) 6,446,131 6,597,146 7,022,474 7,515,987

8,540

第54期
2022年３月期

9,137

第55期
2023年３月期

9,750

第56期
2024年３月期

9,951

第57期
2025年３月期

売上高 （百万円）

1,152

第54期
2022年３月期

1,053

第55期
2023年３月期

1,450

第56期
2024年３月期

1,510

第57期
2025年３月期

経常利益 （百万円）

831

第54期
2022年３月期

712

第55期
2023年３月期

988

第56期
2024年３月期

1,097

第57期
2025年３月期

当期純利益 （百万円）

34.41

第56期
2024年３月期

28.93

第54期
2022年３月期

24.79

第55期
2023年３月期

38.21

第57期
2025年３月期

1 株当たり当期純利益 （円）

(5) 財産及び損益の状況の推移

17



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2025/05/19 15:24:11 / 24182287_大研医器株式会社_招集通知_電子提供措置用

主要な事業内容、主要な営業所及び工場、従業員の状況、主要な借入先

(6) 主要な事業内容
　医療機器の研究開発、製造、販売及び輸出入

名　称 所在地
本店 本社 大阪府和泉市
本社分室 淀屋橋オフィス 大阪市中央区
研究拠点 商品開発研究所 大阪府和泉市
生産拠点 和泉アセンブリーセンター 大阪府和泉市
営業拠点 札幌支店 札幌市北区

仙台支店 仙台市青葉区
さいたま支店 さいたま市大宮区
東京支店 東京都千代田区
横浜支店 横浜市西区
金沢営業所 石川県金沢市
名古屋支店 名古屋市中区
大阪支店 大阪市中央区
広島支店 広島市南区
福岡支店 福岡市博多区

(7) 主要な営業所及び工場

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
180名 5名増 43歳０ヶ月 13年０ヶ月

(8) 従業員の状況

（注）上記従業員数は就業人員であります。なお、使用人兼務取締役及び臨時従業員（パートタイマー、契約社員、嘱託社員、派遣社員）は含
んでおりません。

借入先 借入額
株式会社三菱UFJ銀行 871,740千円
株式会社三井住友銀行 626,683千円
株式会社りそな銀行 300,000千円
株式会社みずほ銀行 220,000千円

(9) 主要な借入先
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会社の株式に関する事項

株主名 持株数 持株比率
株 ％

山 　 田 　 圭 　 一 5,462,120 19.01
山 　 田 　 　 　 満 4,000,080 13.92
山 　 田 　 雅 　 之 3,129,720 10.89
公 益 財 団 法 人 山 田 満 育 英 会 1,000,000 3.48
関 　 家 　 圭 　 三 950,000 3.31
株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （ 信 託 口 ） 291,400 1.01
寺 　 田 　 恭 　 子 258,500 0.90
大 研 医 器 従 業 員 持 株 会 247,000 0.86
山 　 　 　 田 　 　 　 す 　 み 　 れ 200,000 0.70
柳 　 堀 　 真 　 司 165,800 0.58

❷ 会社の株式に関する事項
(1) 発行可能株式総数

　103,360,000株

(2) 発行済株式の総数
　31,840,000株（自己株式 3,111,563株を含む。）

(3) 株主数
　14,138名

(4) 大株主

（注）当社は、自己株式3,111,563株を保有しておりますが、上記大株主から除いております。また、持株比率は自己株式を控除して計算して
おります。

(5) その他株式に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

❸ 会社の新株予約権等に関する事項
(1) 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権等の状況

　該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に職務執行の対価として当社使用人等に交付した新株予約権等の状況
　該当事項はありません。

(3) その他新株予約権等に関する重要な事項
　該当事項はありません。

地　位 氏　名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 山　田　圭　一 新事業本部長
取締役副社長 山　田　雅　之 経営企画管掌

取 締 役 大工舎　　　宏
株式会社アットストリーム代表取締役、
株式会社淺沼組社外監査役、
アットストリームパートナーズ合同会社理事長

取 締 役 稲 垣 喜 三 日本医科大学特命教授(麻酔科・ペインクリニック)
常 勤 監 査 役 玉　牧　健　二

監 査 役 村　上　　　創
弁護士法人中央総合法律事務所社員弁護士、
曽我株式会社社外監査役、但南建設株式会社社外監査役、
京都大学法科大学院特別教授

監 査 役 大　西　由　紀
株式会社ヒガシトゥエンティワン社外取締役監査委員、
シリコンスタジオ株式会社社外監査役、
クリエイト株式会社社外取締役監査等委員

❹ 会社役員に関する事項
(1) 取締役及び監査役の氏名等（2025年３月31日現在）

（注）１. 取締役のうち大工舎宏氏及び稲垣喜三氏は社外取締役であります。
２. 監査役のうち村上創氏及び大西由紀氏は社外監査役であります。
３. 取締役大工舎宏氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
４. 常勤監査役玉牧健二氏は、30年以上にわたる財務経理部門の経験を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するもの

であります。
５. 監査役村上創氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当程度の知見を有するものであります。
６. 取締役大工舎宏氏、取締役稲垣喜三氏、監査役村上創氏、監査役大西由紀氏は、株式会社東京証券取引所が一般株主保護のため確保
することを義務づけている独立役員であります。

７. 当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の被保
険者の範囲は当社役員（社外役員を含む）であり、被保険者は約８％の保険料を負担しております。会社訴訟、第三者訴訟、株主代
表訴訟等により、被保険者が負担することとなった争訟費用及び損害賠償金等の損害を当該保険契約により塡補することとしていま
す。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

区　分 支給人員 報酬等の額（基本報酬）

取 締 役 ４名
（うち社外取締役２名）

88,078千円
（うち社外取締役11,825千円）

監 査 役 ３名
（うち社外監査役２名）

21,052千円
（うち社外監査役6,450千円）

計 ７名
（うち社外役員４名）

109,130千円
（うち社外役員18,275千円）

(2) 取締役及び監査役の報酬等
①当事業年度に係る報酬等の総額等

（注）上記社外取締役の報酬は、在任期間（2024年７月から2025年６月まで）において年額10百万円を超過しない見込みであります。

②役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、2021年１月29日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方
針を決議しております。その内容は次のとおりです。

a.役員報酬決定の基本方針
　当社役員の報酬は、株主総会で承認された総額の範囲内で、各役位に応じて支給する固定（月例）
の基本報酬のみとし、会社の業績、報酬の社会的水準、従業員給与とのバランスを勘案して決定する
ことを基本方針としています。
　なお、取締役の報酬等限度額は、2011年６月24日開催の第43期定時株主総会にて年額340百万
円以内（うち社外取締役分は年額10百万円以内）と決議しております。当該株主総会終結時点の取
締役の員数は６名（うち社外取締役は１名）です。また、監査役の報酬等限度額は、2002年６月20
日開催の第34期定時株主総会にて月額３百万円以内と決議しております。当該株主総会終結時点の
監査役の員数は１名です。

b.役員報酬の算定方法及び時期・プロセス
　取締役報酬につき、当事業年度７月以降１年間の固定報酬については、会社の業績、報酬の社会的
水準、従業員給与とのバランスを勘案した上で指名報酬委員会が立案し、その後取締役会の議案とし
て上程し、協議の上、決定しています。
　監査役報酬については、指名報酬委員会が立案し、監査役会での協議により決定しています。

c.当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が決定方針に沿うものであると取締役会が判断し
た理由
　取締役の個人別の報酬等の内容の決定にあたっては、指名報酬委員会が助言、提言を行っておりま
す。指名報酬委員会は３名の委員で構成し、その過半数は独立社外取締役であります。また議長も独
立社外取締役である委員から選定されており、当該指名報酬委員会が総合的に勘案、精査した上で取
締役会に上程し、決議しているため、決定方針に沿うものであると判断しております。
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会社の新株予約権等に関する事項、会社役員に関する事項

区　分 氏　名 主な活動状況

社 外 取 締 役 大工舎　　宏
当事業年度に開催された取締役会13回のすべてに出席いたしました。
主に公認会計士や経営コンサルタントとしての見地から意思決定の妥
当性・適正性を確保するための監督や助言等を行っております。また
社内の経営戦略会議にも出席しております。

社 外 取 締 役 稲　垣　喜　三
当事業年度に開催された取締役会13回のすべてに出席いたしました。
主に医師としての見地から意思決定の妥当性・適正性を確保するため
の医療現場側に立った助言や提案等を行っております。また社内の経
営戦略会議にも出席しております。

社 外 監 査 役 村　上　　　創

当事業年度に開催された取締役会13回のすべて、監査役会16回のすべ
てに出席いたしました。主に弁護士としての見地から取締役会の意思
決定の妥当性・適正性を確保するための発言を監査役会も含めて行っ
ております。また必要に応じて社内の経営戦略会議にも出席しており
ます。

社 外 監 査 役 大　西　由　紀

当事業年度に開催された取締役会13回のすべて、監査役会16回のすべ
てに出席いたしました。経営者としての経験を踏まえ、また女性とし
ての視点から取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための
発言を監査役会も含めて行っております。また必要に応じて社内の経
営戦略会議にも出席しております。

(3) 社外役員に関する事項
①重要な兼職先である他の法人等と当社との関係
　社外取締役大工舎宏氏の兼職先である株式会社アットストリーム、株式会社淺沼組、アットストリ
ームパートナーズ合同会社と当社とは、特別の関係はありません。
　社外取締役稲垣喜三氏の兼職先である日本医科大学とは、特別の関係はありません。
　社外監査役村上創氏の兼職先である弁護士法人中央総合法律事務所、曽我株式会社、但南建設株式
会社、京都大学法科大学院と当社とは、特別の関係はありません。
　社外監査役大西由紀氏の兼職先である株式会社ヒガシトゥエンティワン、シリコンスタジオ株式会
社、クリエイト株式会社と当社とは、特別の関係はありません。

②当事業年度における主な活動状況
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会計監査人の状況

区　分 報酬等の額
当社が会計監査人に支払うべき報酬等の合計額 27,410千円
当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 27,410千円

❺ 会計監査人の状況
(1) 会計監査人の名称
　有限責任 あずさ監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

（注）１. 当社と会計監査人との監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分してお
らず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２. 監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監査人の監査計画、監査の実施状
況及び報酬見積もりの算出根拠などを確認し、検討した結果、会計監査人の報酬等について同意を行っております。

(3) 非監査業務の内容
　該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判断した場合は、株主
総会に提出する会計監査人の選任及び解任並びに会計監査人を再任しないことに関する議案の内容を
決定します。
　また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる
場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任します。この場合、監査役会が選定した監査
役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告
します。
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貸借対照表

貸借対照表（2025年３月31日現在） (単位：千円)

科 目 金 額
資産の部
流動資産 6,985,015
現金及び預金 2,995,993
受取手形 43,231
電子記録債権 1,293,656
売掛金 1,134,480
製品 914,556
仕掛品 102,094
原材料 413,414
前払費用 42,484
その他流動資産 45,198
貸倒引当金 △94

固定資産 4,196,063
有形固定資産 3,931,237
建物 1,706,701
構築物 427
機械及び装置 200,883
車両運搬具 739
工具、器具及び備品 138,133
土地 1,703,670
リース資産 7,058
建設仮勘定 173,622

無形固定資産 12,888
ソフトウエア 7,785
電話加入権 5,103

投資その他の資産 251,937
出資金 10
長期前払費用 5,242
繰延税金資産 183,525
差入保証金 52,762
会員権 13,100
生命保険積立金 8,797
長期未収入金 13,150
貸倒引当金 △24,650

資産合計 11,181,079
　

科 目 金 額
負債の部
流動負債 2,829,984
支払手形 921
電子記録債務 484,003
買掛金 541,946
短期借入金 720,000
１年内返済予定の長期借入金 480,033
未払金 240,309
リース債務 4,469
未払費用 69,930
未払法人税等 198,032
未払消費税等 46,200
預り金 11,299
設備関係電子記録債務 26,183
その他流動負債 6,653

固定負債 835,107
長期借入金 818,390
リース債務 3,558
長期預り保証金 11,473
その他固定負債 1,685

負債合計 3,665,091
純資産の部
株主資本 7,484,611
　資本金 495,875

資本剰余金 400,875
　資本準備金 400,875
利益剰余金 8,414,446
　利益準備金 23,750
　その他利益剰余金 8,390,696
　　別途積立金 690,000
　　繰越利益剰余金 7,700,696
自己株式 △1,826,584

新株予約権 31,375
純資産合計 7,515,987
負債・純資産合計 11,181,079
　

計算書類
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損益計算書

損益計算書（2024年４月１日から2025年３月31日まで） (単位：千円)

科 目 金 額
売上高 9,951,701
売上原価 5,854,729

売上総利益 4,096,971
販売費及び一般管理費 2,584,897

営業利益 1,512,073
営業外収益

受取利息 0
受取手数料 1,098
受取補償金 1,418
未払配当金除斥益 782
スクラップ売却益 315
受取保険料 3,395
雑収入 826 7,836
営業外費用

支払利息 9,364
その他 407 9,771
経常利益 1,510,139
特別利益

新株予約権戻入益 809 809
特別損失

固定資産除却損 2,523 2,523
税引前当期純利益 1,508,425
法人税、住民税及び事業税 388,742
法人税等調整額 22,062 410,805
当期純利益 1,097,620
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個別会計監査報告

独立監査人の監査報告書
大研医器株式会社 2025年５月９日

取締役会　御中
有限責任 あずさ監査法人
　大阪事務所
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 松 本　　 学
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 西 　　芳 範

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、大研医器株式会社の2024年４月１日から
2025年３月31日までの第57期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。
監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の
倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。
その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

監査報告

計算書類に係る会計監査報告
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個別会計監査報告

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リ
スク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討す
る。
・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠
に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められ
るかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計
算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない
場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書
日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく
なる可能性がある。
・計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して
いるかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基
礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対
応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告

監査報告書
　当監査役会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第57期事業年度における取締役の職務の執行に関し
て、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(１)監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受
けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め
ました。

(２)各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、
内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以
下の方法で監査を実施いたしました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、

必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状
況を調査いたしました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その
他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に
定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制シス
テム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に
応じて説明を求めました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる
事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必
要に応じて説明を求めました。なお、監査上の主要な検討事項については、会計監査人と協議を行うとと
もに、その監査の実施状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。

２．監査の結果
(１)事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに

関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
(２) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2025年５月13日 大研医器株式会社　監査役会
常勤監査役 玉　牧　健　二 ㊞
社外監査役 村　上　　　創 ㊞
社外監査役 大　西　由　紀 ㊞　

監査役会の監査報告

以　上
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地図

会 場 リーガロイヤルホテル　２階　桐の間
大阪市北区中之島５丁目３番68号

  ＜株主懇親会のご案内＞
　株主総会終了後に株主懇親会を開催いたしますので是非ご参加ください。
　懇親会へご参加の際は、当日お渡しする「ご出席票」が必要となります。
  ＜その他ご案内＞
・車椅子等にてご来場の株主様には、会場内に専用スペースを設けております。
　ご来場の際には、会場スタッフがご案内いたします。
・手話通訳者、介助者の方の同席も可能ですので、
　同席をご希望の場合は当日受付にてお申し出願います。
・会場には車椅子等の方がご利用いただける多目的トイレが設置されております。
　※設置個所：3箇所（フロア1階 東玄関×2　地下1階×1）
・お土産のご用意はございません。何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。

出発地から株主総会会場まで
スマートフォンがご案内します。
右図を読み取りください。

株主総会会場 ご案内図
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（大阪国際会議場）

リーガロイヤルホテル

中之島
R in

出入橋
R out

BUS

交通のご案内

※�誠に恐縮ながら、お車でのご来
場はご遠慮くださいますようお
願い申しあげます。

■ 電車で

大阪シティバス
　JR「大阪」駅前から53番で
　約10分「堂島大橋」下車すぐ
リーガロイヤルホテル無料
シャトルバス
　 JR「大阪」駅西側高架南寄り
（桜橋口近く）から約15分

■ バスで

京阪電車
中之島線「中之島」駅直結
　JR東西線「新福島」駅
　徒歩��約8分
　阪神本線「福島」駅
　徒歩��約8分


